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With a view to further elucidating the special resin finish through “Pr・e-heating& 
Quenching" method that one of the authors (N. S) has hitherto developed， a new type 
of tester has been contrived， which is also available for manifold purposes and for various 
kinds of samples in the forms of fabric as wel1 as yarns and fi1aments. Various tests were 
made with fabrics and filaments of natural and artificial origin， including silk， ramie， 
cotton， wool， and nylon， vinylon， viscose rayon， acetate-rayon blends and Bemberg. 
The mechanism of the tester is rather simple， but the function is unique. It has 
been found that the inherent properties of each species of samples reveal themselves 
within each own graph or curve obtained through the testing data. 
Hence it can be possible to distinguish a truly converted and highly improved resin 
finish from its counterfeit of the same fabric by the comparison of the characteristic 
curves. 
On the basis of the same fabric also a successful finish through the “Pr・e-heating& 
Quenching" method could withstand to the tests in the practically significant region 3 ，. 
4 times (and some indeed 10 . 13 times) as much as the ordinally finish on the market. 
It is also convenient for studying the properties of blends， being capable of measuring 
wash fastness of resin finish or abrasion fastness of dyeing. 
It is now being so planned as to be able to measure， by the use of this new machine 
and its attachments， static electrification or heat generation during flex and abrasion 
testing of the sampIe. 
By the advent of this new machine and through the interpretation some interesting 
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facts， both theoretical and technical， have been revealed， and it is now expected that the 
tester will contribute t.o and throw a light upon the future betterment of the finishing 
in this line. 
訴に報告する新境の試験機は繊維及び織物並にそれ等の染色乃主化学加工の分野に於けるものであって多種
多用の使途に適する様に計画せられたものであるe而して之は最近漸〈発展しつ Lある此種の新分野に於いて種
々の試験を可能ならL-~.学術的にも興味あるデータを与え，特にレイヨ ;/0)樹脂加工分野に於いては正しい鑑
定と指針とを提供する等工業的にも又最も重要なものであると考えられる.
本報告の大要は日本化学会第八牢会に於いて講演した@叉速報的に帝人タイムス No.275号本年6月に紹
介した。向日本繊維殿械学会の新製品紹介に示した。車には其れ等に納めなかった事をも含めて稿詳細に記述す
ることとした。
緒
?
織物の樹脂加工は最近数年潤に長足り進夢をとげて来，確かに化織織物発展の基礎的要因。一
つをkした。特仁レイヨンに於いτは何等かり形。樹脂加工は殆ど必須的に行われている。而も理
論的に改質という観点からは今日まで向多くの問題が未解決で、残されτ来た。殊に米国式加工法を
踏襲して来ている所では尚更である。この様な事情の下で，従来防敏度を或程度以上高めると耐屈
曲性が著レく低下することが内外D報告に取般われている九併し之は一部D方法に特に顕著に出
て来る性質であってどうにもならない現象ではないと考えられる。
著者。一人は数年前より，脆くない樹脂加工法として根本的な改質法に関して研究して来た。
殊に本研究報告第lro.;4報引に於いて「特殊予備加熱浸漬法」を主とした新樹脂加工法の要点
並びにその方法に基く処理織椎及織物の各種の特徴について述べて来た。
此の方法による特徴的性質は，樹脂の合理性と繊維芯部へり適用に関して，樹脂の調整法，浸
違法，固定法及後処理法に亘る一連D管理によって初めて達成せられるものであっτ，1日来。もの
よりも比較的仲度。大きい，又結節強伸度。大きい，アルカリによる膨潤のより少く，洗濯落。少
い，防縮性の高い又防敏~性のより高い， 弾性回復のより大きい等Dものとして顕著なものであっ
たヘ屈曲性についても第4報にその片鱗を伺う事が出来たが，大体従来むものよりも優秀で、あろ
う事が推察せられた。乙む事は著者の従来。所説から当然期待せられる所でもあったD 何んとなれ
ば著者。方法によるもりの最も大きい特徴は何んといっても合目的に結合乃至同定せられた芯部樹
脂によるレイヨンの根本的な改質に在るのであって，従ってかくの如き芯部樹脂D識，惟は外部又は
比較的外層部或は皮層樹脂のものに比して屈曲に対してはより耐久性白大きい事は屈曲の繊維に及
ぼす効果の性質より自ら明白であろう 41。
併し是等について向一層確実にして者〈必要があった。然るに従来屈曲摩耗試験機には余り権
威のあるものは少いロ普通には米国製の StollQuartermaster testerが用いられているo が併し
之に関しては従来種々D論議があり批判せられているヘ尚又乙のものによる屈曲試験というのは
一面的であって真の屈曲とはいい難い。そとで我々の試験目的にも埴う，より的確な試験機を必要
とした。 とれは業界からも待望せられているものでもあり， 研究用としτも甚だ重要なものであ
る口一般的見地からも，今後益々行われようとしている化織のプレンドに於ける研究用として，よ
り良く信頼し得る Weartesterへり製望は一段と大きい筈である。是等が本機を考案試作するに
至った主な動機である。
とり新規の試験機は万能界!で一台で便利に種々の性能試験が可能であり，工業的に有用な又学
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術的にも興味深い種々の測定を行い得るが，本報告に於いては各種の繊維及織物，及びその棺1旨加
工品，特に「特浸法」 のものに就いて究明せられた結果の一部について記述するo
新規の訴験機の機構，性能及び特徴
本試験機の最も主要部分は第 1図の模式図に示した如く A及びBは同一平面内で互に直角にす
べり得る台であって，夫々，試験試料の屈曲摩耗
を起す部分a，及び試料をク ランプ。するピ {ムb，
bを具えている。特に aは試料により 叉測定目的
により種々取り替え得るものである。 aの先端に
はV字形の三頂点に当る所に垂直にピア ノ線を植
込んである。布を試験する時は巾 10m/m，長さ
15"-'20cmのものを試片として aに於けるピアノ
線に対して一定の張力で布を張り b，b ~こクランプ
すると布はAとBとの間に川形に取付けられる。
叉Aに， Bの往復運動と直角の方向に眼力がかけ
られる。従ってBの往復運動によって試片は a部
に対して夫々の一定の張力下で屈曲を うけつつし
ごかれる事になる。〈第2図写真参照〉従って，
乙の試験中試料は各種の Stress(即ちBending，
Shearing， Tortional， Tensile， Compressional 
Stress等〉を含む復雑な効果をうける。 試料は a
部に於いて V^^→と V^^←と交互に折れ，摩
耗がむこり或はよじれ，引張られ結局中央が疲労
損耗が最も甚しく試験の往復回数を重ねると遂に
そこから抗断するに至る。荷重が軽い時は切断ま
第 1 図
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での回数は当然多 く，荷重が増加するに従って回数は減少する。が，そのへり方が各試料の種々の
要素によって異る。 即ち布を構成している繊維の{固有の化学的及物理的特性並びに織物としての物
第 2 図 理的乃至幾何学的条件によって夫々定
る一種特有のものとなる。それは試料
の疲労乃至損耗の深浅の発現状態も叉
試料の独自の特性に従って異って来る
からである。従って各荷重の下での切
断までの往復回数と夫等荷重との関係
を図示すると夫々の試料の性質に応じ
た特性曲線を示す訳である。通常は回
数を対数日挫で‘表わし荷重とプロット
する。この様にレて得・られるものは試
料の性能を判断するのに甚だ便利で、あ
るo
次にこの試験機の機械としての特
徴左記すと，上述した機能主最もよく果し得る様，各種の構造部分は充分吟味し工夫されている。
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機械的な各部の詳細は写真を参照されたいが，要する
に一台で多種多用の目的に供し得る様に工夫されてい
るo即ちa部を適宜交換する事によって，単繊維〈長)，
糸，及び各種の厚さの布に亘る広い範囲の異った試料
の測定が出来る。叉各種液での湿潤状態での測定，従
って洗濯液でぬら し乍ら耐屈曲耐摩耗性を測定し得る
様にもなっている〈第3図参照〉口斯くして湿潤及び
乾燥状での染色の摩擦竪牢度を測定し得るD
第 3 図
第 1表 本機と各種試験機のスフモ
スによる愛動率の比較
試験
第 4図各種織維の種々の初荷重と
屈曲摩耗切断数との関係
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可能ならしめる様設計中である 50
本試験機の測定値の変動率は第2図の機械を用いスフモ
スのデータでは約7%以下である。之に対して従来の摩耗試
験機では文献中ulからのデータと比較すると第 1表の如くで 20 
あって本機の優秀性の一端が伺われる口
各種試料と採取方涜
誌に用いた試料は織維としてはタイヤーコード用原糸，
BX Fiber及びナイロン糸の 3種であった。織物と しては，
絹，麻，木綿，羊毛，ベンベルグ， ビスコ ース人絹スフ，ア
セテ トー， ピエロン及ナイロン等の各種に亘って試験した。
試料。採取に当つては予め一定の湿度調節デシケ ーター
に半日位保って後所定の長さに切りとる訳であるが平板に張
りつけた glazedpaper上に，方眼紙の中央に 20cmx 10 
""20m/m 切り抜いたものを動かない様にとめて台く。そし
て方眼紙の横線と平行に一定の張力で幾本かの繊維を張りつ
けるo く繊維の強さによって本数をきめる。〉との様な試料は
再びデシク ーターで 1日以上湿度調節し然る後，適当に切り
とり一定の張力で張れる様に，試料につけた印の所が丁度ク
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ランプされる様にするD
織物の場合は上に準じ経糸叉は緯糸に平行に 10m/mx 20cmを切りとり同様に湿度調節後一
定の InitialTensionでとりつけて測定を始めるo
各種の該験データとその解蒋
1.繊維の部
第4図はナイロン，BX Fiber及 TireCord原糸の 3種について得た結果を比較に便利な様
に一つにまとめて示した。図に明な如くナイロンだけが他の二者と著しく異っているo 周知の如く
ナイロンは屈曲摩耗にも平面摩擦にも引張りにも共に強観な繊維であるが，図の如く他の二者を引
離してil珪荷重に於いても重荷重に於いても共に Cycleが高い。三つの直線部分にわかれているが，
とれには重要な理由がある筈である。是等三つの部分では屈曲摩耗により切断に至るまでの機構が
夫々異る事を示すものである。試験中の発熱や静電発生に影響されている事は糸の顕微鏡写真から
も察せられるo く第5図d参照〉後に筒詳細に検討するつもりである。イ可れにしてもよt較的経荷重
部分では切断の決定的因子は屈曲による損耗であり ，重荷重部では最も決定的な因子は引張強度で
あろう事は後にも述べる種々の理由から推察出来るo 即ちとの事は布の場合にもよく証せられてい
るが，事実ナイロンの第三直線部が横軸の一回線と交る所が，丁度との繊維の引張り強食と一致し
ている事からも明瞭で、ある。叉 TireCord原糸も BXFiberも共に繊維素系の繊維であって屈曲
はナイロンよりも透かに劣っているが，之は事実と一致する明白な事であるo 叉後の二つの繊維の
測定は引張り Tどけで切れる点までは行えなかったが，ナイロンの場合から類推し，両者の強度が夫
々約 3.5g/d及び 6.2g/dである事を思い， 第4図の形をみれば、是等にも第三直線部が存在する事
も推察出来るくとの事は後の機会tこ第3図の試験機で確める〉。
叉 TireCord原糸の切断写真〈第5図ala2及びb1b2)をみると荷重がO.04g/dの附近〈第1
直線部〉と O.4g/d(第1と第2直線との Knickpoint)附近とでは甚しく その様相が異る。 Knick
point附近では図にみられる様lこひびわれ乃至切った様な所がうかがわれる。低荷重で切断したも
のの 「われ」は重i苛重での如く繊維軸に直角で深く鋭くはなく ，寧ろ繊維軸に添って壁関している
かの様なのが見出される。是等については後iこ詳述する。 BXFiberでは，繊維がフイプりノレt二日Ij
れた様になっているのが特徴の様である口之は文献に述べられている事と一致している九
a， 
各種繊維の損耗状態の顕微鏡写真
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第 5図のつづき
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[ .織物の部
1. r特浸法」による半工業的加工試験布についての結果
結言に於いて言及した如¥，先宇「特浸法」と撚らざるものとり屈曲摩耗C差異を調べるた
め，従来一連θ各種白データC既仁知られている幾組かの試料について試験した。即ち本研究報告
第4報(第2巻〉中の試料ζついて布が充分にあったものから厚手の布よりやや薄手に及ぶ三種類
について，即ち艶消厚手サージ (D，18Fa及D，19Fa) ，艶薄手サージ (B，18F:n及びB，19Fa)，及
びスフモス (M，18 -3，及びM，19 -3)の夫々について調べた。蕊に各組の18は， r特浸」なし
で19の方が， r特浸法」に依ったものであるo是等の布の諸性質については，便宜上第2表に収録
してみた。
第 2表 「特浸法」による半工業的加工試験製品に顕れたこ，三θ特徴
_. .ー !特浸|浸漬 ICure I樹脂量(同)I品部強度|結節仲度 1:塩酸処理| 撤回復く角度〉
一商品|関 1の条件 1固定|可溶いgldivetlωwet I鉱閉「示「九J
D.18日|無 I15 I 1400C I 8.481 1.361 O. 71 (5)! 14. 1 (5) I 62 I 132 (5) I 130 (5) 
D.19日|有 115 I 30分 I10.9 1 o.071 o.73 (S) i 14. 5 (S) I 80 1 129 (5) 1 134くS)
B. 18Fs 1無 I15 I 1400C 1 8.8 1 1.5 I O. 72 (め |10.6(S〉|73|1391139;m 1-.1 I'V... IUU I U'Il. "..，/ I IVU "'-'/ I 1" I 134 (5) I 131 (S) 
B. 19Fa 有 15 I 品分I9.41 1・7i 0.74(S) I 1は〈S〉l S1 111i8〈S〉|1;;7(S〉
M 18-3 I無 15 I 140口C ! 8.71 1.51 0.72(5) I 10.5(5) I 60 11~g ， t'e:， i ;~ 1.1 'v.. i UI I 1.'; I UIL"""/  IV';"'-'/  u I 131(5) I131 (5) 
M 19-3 I 有 I 15 I 品分 1811 1.8| 0.76(S〉| 10.86〉| 79 1147 l146 |1.1 1 0V/J  Q. Q I 1. UI u.I U ¥../I 1 V.U ¥..oJ/ I I v 136(5) 1 134 ES) 
くS)は 50apingを鮭たもの。
表より明白な如¥r特浸」を行った3種の試料(19類〉は他の 3種(18類〉に上ヒし明確にそり
効果が顕れている。是等3組について，荷重を一定にして布巾を変更したものと，布rtを一定にし
て荷重を変えたものと夫々測定してみた口それ等は第 7，8， 9図の通りである oD， B，及Mv何
第 8 図
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れの布についても，実用上相当重要な意義をもっ
比較的に軽荷重下に於いては比較試験に用いた
「特浸」紅しの試料よりも回数が高(，叉或場合
には未処理布よりも高い。只重荷重では両者の曲
娘が， D，及B布に於いτは交叉する様なデータ
が出ているが，とれは SoapIngが不完全である
時にも起るので向確める必要がある。 M即ちモス
θ場合は凡τθ荷重に於いて完全に「特浸法」の
が，コントロール白よりも常に強靭であった。此
の場合全体が曲棋となり羊毛の布の場合とよく似
た形となる。〈第15図参照〉
実際D布。風合をみても柔かくて腰があり，
蹴回復のより良い，嵩の高い布となっている事か
らみて必宇しも単に形。上の偶然のー設のみでは
たい様であるロ
2 種々の織物について
第四図はスフサージ未処理 (vり付〉布D乾
3000 
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燥時と湿潤時とでの試験結果であるo との両者は中荷重の辺で交叉している。即ち軽荷重では湿潤
C方が透かに強<，宣i1Wf重で、は乾燥の方が強い。乙の事は先に繊維の部で述べた様に「軽荷重では
屈曲が切断に対して決定的な因子であり，重荷重では引接りが決定的因子である」という考えから
明快に説明出来る。即ち湿j問状で、は水分は繊維に対して一種D可塑剤第10図 未処.J-早スフサー
ジの湿潤と乾燥による荷 として働くため繊維が屈曲に対して強Cなクた事を意味し，従って屈
重一Cycle関係の蛮化
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曲が支配的であるとむ低荷重部に於いてとそ往復回数が向上を示しτ
いる白そして又湿潤状では引張りに対しては上と反対に弱くなるから
引張りが支配的である重荷重部に於いては，当然，乾燥むよりは弱(， 
従って往復回数が乙D範囲では逆に低下した訳である。
訟に叉最も興味あることは此の両方D結果には K，K'v様な屈
曲点がある事である。 とれは偶然で、はなく実際の現象に基礎を老い
τいる。即ち後述する実験では愈々確められたりであるが，要するに
とりK，或は K'の前と後とでは繊維或は布。試験による損耗から切
断に至る過程が異る事を示すものである白事実K点を有する樹脂加工
硬仕上りの人絹平織布む織椎θ釘断状態を顕微鏡写真によって調べて
も明瞭に解明されたのであるが(第6図 (1)'" (4)並びに後章参
照)K点以前では，一般には軽荷重では，屈曲による繊維のひび、われは比較的桟〈寧ろ繊維がほぐ
されて不捕UcD小さなわれが縦走しているe そして恰も壁閉したか0様にみえる。然るにK点以後。
荷重の範囲では繊維はより大きい荷重で、張力にょっτ伸長乃至配列をとって後θ屈曲であるから，
先宇，比較的容易に繊維心外層又は皮層部に一種むひび割れが生じ，然る後に他。因子がそれに加
わって結局切断に至るものと考えられる。従ってひびわれが，やがτ深い鋭いわれ目となり遂には
繊維軸に直角に切った様な切断面をもって切れている訳であるD 実際写真によく表れ℃いる。即ち
第6図は400倍で原図をとったもりであるが図中の (1)は低荷重一高回数Dもθ(1封度-1688固〉
D特徴で (2)は柏ぽ荷重一拍高回数 (2封度-623回〉で (1)に近いが，切れ目。丸味が減つ
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第 6図 ビス コース人絹平織で樹n日加工により硬仕上となった布(第11図参照〉
の切断状態とK点との関係
(1) 11b， 1668回
¥ 
(2) 21b， 623回
(4) 41b， 250回
1， 2， 3， ~ は夫々布 1 セ y チ巾に掛け
た荷重のポンド数である。 1，2 lbs 
の荷重では繊赤f:の切断部は3，41bs 
f荷重のものとは明確に異ってし、る。
4 lbsでは繊*flir.lhと直角に鉛く切っ
た様な夙になってL‘る。 3lbsでは
2と4の丁度叶1け!の様相を合んでい
るが， 第1図カミらみれば之が丁度
Knick Point に当っているのは甚
だ興味がある。 4lbsでは級車(t軸と
直角のひびが入っているのが認めら
才しる@
(3) 31b， 295回
( 4 ) 41b， 250回
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ているo (3)をとばして (4)をみると， 4封度-250回で，柏高荷重一楠低回数であり，実際は
既にK以後の点に当っているのであるが，とこでは切断面はナイフで切った様であり，とむ断面と
平行した，即ち轍維軸と直角な畿っかりき宇やわれ目が見出されている。甚だ興味ある事には(3)
は丁度K点附近に当るものであって，その切れ方には (2)に近いものと (4)に近いものとを共
に含んでいる事が観察される。それはK点が，切断に関する支配的な機構が移り変る点であるから
である。
乙の様な事からKの存在は顕微鏡写真Dムからも理解出来る訳であるが，今第10図の如く布を
湿らせて測定する事によって K点の発担がK'点へと，より重荷重の方へ移動している事も，水分
によっτ繊維が乾燥のときよりも割れにくくなった為として矛盾なく説明出来る口
向又K点については次の実験例からも一層よく解明される。即ちとり様なK点が果して上述。
如きものであるならば，一般に樹住表面又は皮層に闘い，或は割れ易いものをもっ繊維，或は配列
度の高い部分を外層部にもつ様な繊維乃至それからなる織物に於いては，然らざるものに比しK点
がより明瞭に発現する筈であろう o そこで，
(イ〉 生糸布〈未精練の絹布〉と同一布を精練してセリシンの外層を除いたものとり比較
(ロ〉 人絹布で表面粧脂となって硬仕上りになったもの
(ハ〉 繊維D配列度が高く通常よくわれると言われているラミー繊維又は麻の布
等の試験結果を検討した口とれは第11図中にみられる如く夫々K点が発現している凸そして最
も興味深い事は生糸布に表れたK点が，それを精練してセリ
シンを除いたものでは，明瞭なK点としては消失し，且又屈
曲摩耗による!l;断に要する回数は著しく向ょした。(只全体
として締がでこでこしているのは別に理由があるのではない
かと思われる口それは事!j練後の絹繊維は断面三角形のフイプ
ロインC双糸が単来となっているDで少し複雑であろう事が
考えられるからである。何れにしても未精鯨絹布が他のどの
布よりも低い荷重で既に明瞭なK点が出ている事はそれが屈
曲に弱い事実とよく符号して居り，之が粘練によって甚しく
強駆になる事は蓋Tど興味深い。〉
工業的設備の「特漫宏」のものと市
販加工品との比較
以上記して来た様な明確な事実から樹脂加工に於いても
表面樹脂或は皮層樹脂に依ってより多く外硬的になったもの
は必守、乙の様な K点が出て来る事がわかる凸市販のスフサー
ジについて試験してみてもやはり Kが見出されたので，同ー
の未処理布を工業的設備によって「特浸法Jで、樹脂加工を行
ってみたが，明かに具った結果が出て来たロ即ちKはなく，
同一密度で低荷重では 3--4倍強いD 第12図は即ちそれで
ある。このKはf由で湿潤して測定しても消えない。只少しそ
の発現が-Ioくれて重荷重の方へ移動するに過ぎない。〈第13図参照〉
第11図 各種特殊布の Cycle-Load
グラフ中の明瞭なE点の発現をíJ~
ナ。
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次にポプりンの場合につい℃みる。 T社の同一生地で市販加工品と「特浸法」とを比較すると
大きい差異が表れτ来た。く第14図参加〉乙れは「特浸法」のが低荷重むときに 10-13告も却断
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第12図 スブサージD同一布
での「特浸法」加工と市販
加工とのCycle-Load特有
曲線の比較
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第 13 図
第12図のを泊を浸ませて行った
試験結果
に要する回数が高い。そして之は羊毛の布の示す曲線と幾分似たもの
となっている〈第15図〉。 乙の場合処理の出来上りは嵩高く弾力的な
風合でほんの心持密度が増している訳であるが，会く同ーの生地でと
り様に性質が改善されるという事は加工方法が如何にその生地D活殺
与脱θ鍵をにぎる重大なもりであるかが今更の如く感ぜられるo
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官。
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アセテ戸トぜス混紡比と性質との関係を調べてみたりであるが，
可成示唆的なものが
得られた。第16図は
荷重.を一定にし布巾
を変えて測定したも
3" 20 
2 :5 4-_ 5 
l.oad. (叫」均一ー
其f也の布についてー混紡比と撚リ
アセテート混紡未処理布
?
1 6 図
100 
70 {アセ.ピλ?毘秀才サ-~)
10 
10 15 20 25 30 ~5 
Load..ぱ).-，. 
のであるが，アセテ
ートを増加する事に
第 14 図
ポプ )}y布での「特産制
加工と市版加工との比較
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第 15 図
羊モ厚手布の Cycle-Load
特有曲線
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よって，極低荷重で 制 1例制申制【附
は梢回数が小であるが，中荷重では回数がより高
い。然るに更に高荷重では逆転しτ来る o第17図
は布巾を一定にしτ荷重を増加して測定したもの
であるが，やはり中荷重では 50/50([)方が高い回
数を示しているが， lcm rj':当り1.75kg位の所か
ら逆に30/70D方が上位にあるD との事もやはり
高荷重では引張りが切断に支配的であるとの前述
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第 1 7 図
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来む考えからピスむより多いもりの方が当然
強かるべく尤もと思われるo (乙り結果は第
3図C試験機で行ったが低荷重の方は図に示
した程度以下で、は正確に測定しにくかったが
直練む傾斜からみても16図の如くなると思わ
れるo 乙白
点は寧ろ第
九ンベルグ縮織物C撚り θ影響
16図の方の
測定法がよ
100 
り便利であ
ろう口〉
又ペン
ベルグ織物
について撚
りむ影響に
ついても調
第 1 8 図
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経と緯とによって切断回数が相当異り，強く撚りのかかった経糸 一
の方が丈夫である。経，緯共に強撚のかかったジヨー Fぜツトは丁
度両者の中間に位するo1比C場合の特徴は何れも大体一つの直線
となった事である。即ち是等の試料に於いては試験した前重り全
域に亘って損耗より切断に至る機構は大体変らない事がわかる。
考察及び結語
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以上「特浸法Jによるものむ顕著な特徴をのベて来たが，何故に「特浸法」のに Knickpoint 
が出宇市販品に出て来たかという事になると，之は既に述べた如く表面或は皮層樹脂と芯部樹脂と
の相違であろう o 乙の様な皮層樹脂むものは等しく内部樟;脂には相違ないが，本質的には真の意味
の改質が行われてはいない。比較的軽荷重に於いても皮層は割れやすい筈であり，まして重荷重で、
は割合に速かに叉深く割れるであろうし，一旦皮層が或深さまで割れて仕韓うと引張りのささえと
なるものは殆どなくなり急に切断するに至るであろう。然るに「特浸法」で真実合目的に芯音E樹脂
が出来，内硬外柔的に註っているものでは，特性曲線上のKv発現は殆ど起らないか，或は透かに
重荷重に於いてで怠ければ表れてとないであろう。この様なことから考えると主として屈曲D影響
が伺われる軽荷重に於いて「特浸法」が第12図の如く同一密度で市販品。 3.， 4倍，心持密にな
れば 10- 13倍も強瓢になる事は(第14図〉当然の事とうなづかれる。而もとの辺りの荷重で、。
試験値の方が短縮試験v ["ユニパ{サノレ」機C布rtinch当り 51bsの様な試験よりも実用的な実
際に近い評価を提供するもCと考えられる凸特に実用上。耐久性は布の敏回復性や糸布の弾性と比
例する事が述べられている事からも明であろうへ
命Neussle引は彼の最近C報告中「表面樹脂は誰かが言った『かみそりむ刃山』の如く働き，
繊維を切り，傷めるというが，そり様な実験的確証は未だない様であるが，とD論点を確める今後
の研究が残っている」との事を述べているが，以上本報告に於けるとの実験は既にかかる点の解決
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を与えたものというペく，単に繊維D表面及皮層D物理的な条件fけで耐屈曲摩耗が甚しく弱くも
強くもなる事が明かにせられた訳である。
従来防敏度と屈曲とは甚しく相背反する如く報ぜられているりは表面又は皮層樹脂による耐敏
性と屈曲摩耗性とが特に熱るのであって，実用上耐敏性よりも一層価値D高い敏回復性を主とした
防敏性と真の改質を粛す芯部樹脂とは実用上両立し，乙れ等は必守、しも屈曲摩耗と相背反するもD
ではない事が明かにせられた事は実際上甚だ重要であるD
命又，諸に述べた新規の屈曲厚耗試験機としても今後向一層の改善θ余地は多々あるが，とに
かく従来のものよりも明らかに優秀な機能と多用性とをもつものであって，将来樹脂加工品等に最
も信頼すべき鑑定と，良い指針とを提供することが確信出来る。又とり新規の試験機によってよ述
した種々の新しい事実が解明されると共に， r特浸法」による構造改質的樹脂加工法む工業的製品
D真価D一端が紹介せられた事は，斯界今後D進展にも貢献し得るもりと考えられる。一時低調と
なった100%スフ織物む樹脂加工の復起も予想せられ，又，プレンドものに於いてとD方式が如何
に利用せられ得るかに就いても研究の要があるであろうし，更に又，プレンドもののためには糸樹
脂による方式も一応考慮せられる訳であるが，是等凡ての場合，或は又，タイヤーコード用原来。
研究用としても，或は染色白摩擦堅牢度試験用としても，静電発生，発熱の測定用としτも，この
新規の万能型試験機は最も有用であろうと信fる次第である。
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